



英語力は，CEFR （Common European Framework 









































































































































リッカートスケール 5 件法（5：あてはまる＞ 1：
あてはまらない）で回答させた。分析は各項目の
回答平均値を算出し，結果は，4.00 以上を「肯


















表 1 に示す）のとおりである。質問項目の Q1 は
「読む楽しさ」（pleasure reading），Q2 は「英語
不安」（affective filter）に関連する項目であり，
また，Q3 および Q7 は動機づけに関する項目で
あ る。Q3 は 活 動 中 の 動 機 づ け（executive 
motivation），Q7 は活動終了後の動機づけに関す
る振り返り（motivational retrospection）（注）に関
している。Q4 および Q5 は，読む活動に付随し




























































































The best way to improve your knowledge 
of a foreign language is to go and live 
among its speakers. The next best way is 
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付表 1　アンケート回答記述統計量
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付表 2　アンケート回答結果（項目別）
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分析ワークシート 1
付表 3
概念名 心理的不安の軽減
定義 英語が読める体験をとおして読むことへの抵抗感がなくなる
・簡単な本であれば、自分の力でも読み進めることができるんだと思った(1)。
・英語の絵本を利用することによって英語が苦手な私でもあまり抵抗なく取り組めた(9)。
・自分は英語が苦手だけど、絵本の難しさが分かれていて、苦手な英語の本も読めたのが嬉しかった(13)。
・数多くの本を読むことができました。英語が苦手な人もORTなどのレベルの低い本から多読をすることで英語が
わかるなどの体験を重ねることで英語で書かれた文も読んでみようと自分から思うようになると感じました。

・英語の本を読むことが初めてだったので新鮮だった。わからない単語を調べたりすることでより理解できるよ
うになった。そうすることで調べる楽しさも覚え、英語への抵抗感もなくなってきた。文字数が少なくディズ
ニーなどの作品なども多かったが、理解するのに時間がかかった。自分の英語力のなさがもろに出たのでもう少
し力をつけたいと思う(16)。
・ライオンキングなどの英語の絵本を読み、自分にとってはディズニーはとても身近で好きなので接しやすく、
意欲を失わずに続けることができたと思います(17)。
・英語の時間で毎回絵本を読んで、分からなかった単語を自ら調べ学習できたのが、今後のためにもなると思っ
てよかった(18)。
・絵本を取り入れたことで、授業に飽きずに取り組むことができた(19)。
・英語の本となると英単語が多く、全然読めなくなると思っていたのですが、絵本となると単語数も少なく絵で
表現されていると分かりやすい(21)。
・今まで、あまり英語だけの本を読んだことはありませんでした。しかし、絵本で読むことで親しみが湧き、自
分から意欲的にすすんで読むことができました(23)。
・英語の勉強をするとき、少しでも抵抗感を減ずるには、自分の興味がある本を読んだりすることが重要である
と感じた。(自分には英語が）苦手というよりどうしても興味が湧かなかったりするところが根本にあるのかなと
思った。そういう意味では多読の授業は意味があったと思う(27)。
・今回多読をとおして英語に対する抵抗意識を少し減らすことができました。高校生の時にアメリカでホームス
テイをしたことがあったのですが、その時は全く英語を話すことができず、あまり楽しむことができませんでし
た。帰国してからもあまり英語の勉強をする気にはなりませんでした。多読の本は、とても読みやすく、続けや
すいと思い、英語をまた学びたいという気持ちになることができました(54)。
・英語の本に触れる機会があまりなかったため、初めは不安でしかなかったのですが、日本語の本とは違い、レ
ベルがあり、段階を踏んで読み進めることができるため英語が今まで苦手だった自分でも深く読み進めました。
いつか実際の新聞記事やもっと厚い本などを読み、英語の勉強をより深いものにしたいと感じました。ただ机に
むかい、単語や文法を習うことよりも本を読み会話を読むことでも英語は身につくと思いました(62)。
・英語の本を読むことに最初は抵抗があったけど、読むにつれてどんどん抵抗がなくなっていった(73)。
・前までは英語が大嫌いで抵抗感があったのですが、今回で少しは抵抗感がなくなったような気がします(90)。
・ライオンキングなどの英語の絵本を読むことで英語への抵抗感が減った気がします(92)。
・たまに読み飽きたり、内容が全然入ってこないときもあったけど、自分のペースでレベルに合った本を読め
た。最初の頃と比べて分かる単語も増えてきたり、文字数が増えていったりと、自分でもできるようになったと
いうことが分かったから読んでいてとても楽しかった(95)。
・多読で英語の本を読むことで英語がより身近に感じるようになりました。自分としてはテキストなどでもいい
勉強になると思いますが、音楽や本などのほうがより自然に英語が身につくのだなと感じました(106)。
・本を読むと、意外と面白い話があると思った。難しい文章でも、なんとなく絵を見て理解することができた。
最初は簡単な本を読んでいたけど、少しずつレベルの高い本に挑戦できてよかった。普段から英語を使う意識を
していれば、少しずつ英語が得意になるのかなと思った。なので、今後は英語を意識して生活していきたい
(110)。
・高校の時は、分からない単語が多すぎてついていけるかいけないかというところだったが、大学受験でみる専
門用語より、今年度でやってきた身近なものからのほうが英語に親しみ易いことが分かった(112)。
・いろいろなジャンルの本が読めたのは楽しかった。レパートリーにコミックがあったのは読み易くてよかった
(117)。
理論的
メモ
絵本には親しみやすさを感じる。自分の英語力にそって読める、興味・関心に合う本を選べるので続け
やすい。読むことによって読めるようになり（有能感）、自然に英語が身につくと感じられる。意欲を
失うことなく多読を続けられ、読むことへの抵抗感は軽減される。
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（　）内の数字は受講者を示す。
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概念名 語彙学習の容易さ
定義 語彙や表現の学習が容易で、身につけやすい。
・高校の頃より、英単語を知ることができた(5)。
・以前よりも単語が読めるようになったし、意味も分かってきたと思いました(15)。
・英語の本を読むことで語彙力をあげるという手段は、高校でも中学でもなかった(20)。
・簡単な絵本を何冊も読むことで英語力、会話力は確実に身につくと思う(22)。
・実際に多読をしてみて、単語や文法など様々なものが学べました。読んだことによって、英語での表現方法や
読解力が身につき、スキルアップにつながったと思います(23)。
・本の中には、日常でも使えそうな単語や文も多かったので、忘れないようにしたいなと思いました(24)。
・いろんな本を読んで、たくさんの表現の仕方を知ることができました(33)。
・今まで一つの意味しか知らなかった単語の活用の仕方やスラング的な意味を学べたのがよかった(34)。
・様々な英語の表現を学べたと思います。英語の本を読んでみて、高校の時にやった単語の勉強のおかげで知ら
ない単語があっても文脈から読めたこともあったので、もう少し英語の勉強をしてみてもいいなと思いました
(42)。
・日本語の本ですら、あまり読まない私が多読を飽きずに続けられるかどうか心配でしたが、英語の本（ほとん
どが絵本）を読んでみて、意外と続けられた感じがします。語彙の習得のしやすさもあったと思います。面白さ
で言えば、当然漫画に比べれば劣ってしまいますが、絵本であっても侮れないなということも感じました。語彙
習得においてほんというのはいいと思います。日本でも絵本は子どもの語彙習得に一役買ってますし、子どもで
なく、私たち学生にもかなり良いものだと思いました。この授業をとおしてただ参考書や教科書を読むだけが勉
強ではないというのを改めて実感できたように思います。
・英語の本に触れることによって表現の仕方や使い方など様々なものを見ることもできる場でもあった。自分の
知らない表現や単語、熟語なども触れることができ、自分の学力向上にもつながってきていると思いました
(53)。
・いろいろな本を読むことができました。知らない単語もたくさん覚えられました。もっと英語を勉強したいで
す(56)。
・英語で本を読むのは楽しかったです。いろいろな本を読んで、学ぶことができました。多読は英語の語彙や表
現を学ぶのに役に立ちました(57)。
・日常会話で役に立つ英語を読んで楽しかった(60)。
・簡単な文法とことばがわかるようになりました(64)。
・この授業を振り返って、決して難易度は高くないが、本を読み、その中に出てきた単語を学習していくのは自
分の中で、効果的な学習法であったと感じた。読んでみてわからない単語が出てきてもすぐに調べて解決してし
まうのではなく、前の文章やイラストから状況を推測し、こうなのではないかという疑問を一回持つことが英語
を覚えるためによい学習法なのだと実感した(66)。
・英語の本を読んだことで思ったのは、同じ絵本でも英語と日本語の表現が大きく違ったことです。読んで面白
いと思いました(69)。
・自分が今まで知らなかった単語を覚えることができて、英語への抵抗がなくなった(71)。
・本を読むことで熟語を多く頭に取り入れやすくなった(77)。
・多読で英語の本を読んだ。すべての内容を理解することは自分には難しかったけれど、英語の本を読むことが
今までなかったので、読んでみていろいろな単語を知ったりできた(87)。
・簡単な英文の絵本を辞書を使わずに読むのは楽しかった。分からない語があっても、イラストや流れから読み
取って内容を推測して、当たっていたときは嬉しい(88)。
・これまで英語を学んできて知らない単語や表現の仕方などいろいろと知ることができました(93)。
・英語で書かれた本を読んでいると、英語の授業や英作文などでは使うことのない会話独特の表現に出会うこと
ができて、使える英語を学ぶ上でとても大切な部分を学習できたと思う。レベルの高い本の中でも、出てくる会
話の内容は説明文と比べてシンプルで簡単なものが多く、英会話に対する抵抗感が少し和らいだように思う
(97)。
・絵本を読んで物語の会話に触れることで覚えやすかったりとか、授業では習わない言葉も出てくるのでとても
よいかなと思いました。多読をやっていくうちに基本的な会話の表現が分かるようになりました(103)。
・語彙が自分の中で圧倒的に増えました。ORTなどを読めば読むほどに理解するととともに覚えることができまし
た。多読を始める前と後では知ってる単語が本当に変わると思います。表現できる能力も少し身についたので良
かったです（104）。
・多読をしたことによって今まで英語だけの本を読むことなどはなかったのでとてもよい機会だったと思いま
す。今後はもっとレベルの高い英語の本を読んで、今まで知らなかった単語や熟語をもっと知りたいなと思いま
した（105）
・本を読むことで語彙力のようなものは少し増えた気がする。本独特の表現なんかにも触れることができたため
少し英語の苦手意識がなくなった(115)。
・いろいろな表現を勉強することができた(117)。
理論的
メモ
単語を知る、単語が読める（発音）、単語の別の意味を知る、単語を覚える（定着する）、単語が増えるなど語
彙学習（単語認知）に効果がある。文脈から語の意味を推測するなどの語彙ストラテジーも身につけることがで
きる。文法や読解力を身につけることができる。日常会話表現を含む表現力にもつながる。教科書を読むだけが
勉強ではないと感じる。
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分析ワークシート 2
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概念名 読みの流暢さ
定義 読む速さが増し、理解度が上がる。
・初めは簡単な本しか読んでいなかったが、回数を重ねるにつれて段々と語数が多い本でも読めるようになって
いった(3)。
・最初は簡単な本でもあまりスラスラ読めなかったが、慣れると多少意味がわからなくてもなんとなくで意味が
とれるようになり、中級くらいならある程度まで読めるようになった(4)。
・多読をする前は英文を和訳するように後から読んでいたが、多読の数が増えるうちに左から読んでも話の内容
が分かるようになっていきました。左から英文を読むのに慣れたのだとおもいます。慣れる大きな要因はやはり
数をこなしたからだと思います。そのため、英文を英文として読むためには多読の授業は最適だったと思いま
す。(14)。
・読むスピードが少し上がったと感じました(15)。
・初めて読んだときは、言葉の意味がイマイチわからなかったりしましたが、読んでいくうちに慣れてきたり、
レベルが上がってきて理解できるようになったので、嬉しかったです。英語を読む集中力が身についたと思いま
す(24)。
・読むスピードが速くなったと感じる(25)。
・英語の本を読み、もっと早く英語を読めるようになりたいと思った（29）。
・Best Quoteを探すことでよく読みこむことができた(32)。
・最初の頃は一語、一語を和訳して読んでいたため、大変労力と時間がかかっていた。しかし、本を読み進めて
いくと同時に、スラスラと訳せるようになっていて、最後の発表の時、和訳するのがすごく簡単にできたので進
歩を感じられた(39)。
・簡単な本は読めるようになったので、もう少し上のランクの本を読んでみたい(40)。
・もっと英語を勉強したい。そして、『ベオウルフ』や『ジキルとハイド』『ロード・オブ・ザ・リング』『パ
ディントン』『ロビンフッド』『アーサー王伝説』などを読んでみたい(43)。
・最初と比べて、発音も読むスピードもよくなった気がする(45)。
・読むスピードが速くなった(48)。
・最初に読んだ本をまた読んだら読み易くて楽しかった(50)。
・英語を読むスピードが速くなりました(57)。
・英語の本を読むのが前より楽しくなり、早くなったのが実感できる後期の授業でした(74)。
・多読の授業を通じて、英語の文章をスムーズに読む、話すといった行為がスムーズにでき、抵抗が少なくでき
るようになったと思う。これによって英語というもの自体が楽しく感じるようになった(75)。
・英語の本を読み続けたことによって文を読み解くことが速くなって英文の読解がスムーズにできるようになっ
たので、多読をするということの効果が実感できるようになりました。今後はもっと字の細かい英文を読んでみ
て、さらに英語に慣れていきたいと思いました(79)。
・英語の本を読めると嬉しいと感じた。英語を勉強するにあたり、速読が大切になることもあるので、これから
も多く物語を読んで力をつけていきたい(81)。
・本を読むことで、読むスピードも上がり、発音も結構ましになったと思う(84)。
・絵本を初めて読んでいた頃と比較して読む速度と意味の理解度が向上したと感じた(86)。
・正直自分は多読には自信がなかったのですが、本を読むにつれて単語を読むスピードが速くなったのと英語で
本を読むことに意欲的に取り組むことができ、とても役に立ったと思います(93)。
・読んでみて読むのが速くなったと思う(98)。
・知らない言葉もありましたが、絵を見てニュアンスをつかみ、ちゃんとした流れに沿って多読をすることがで
きました。これからも英語に対して意欲的に取り組んでいきたいです(100)。
・最初は簡単な短い本を読むのも少し抵抗があったけど、たくさん読んでいくうちに、少し難しい本もスラスラ
と読めるようになって楽しかった。もっといっぱい読みたかった。機会があったら、自分のお気に入りの本を見
つけたい(101)。
・本を読んでいるうちに読むスピードが速くなったり、分かる単語が増えました。読む本のレベルが上がってい
けばいくほど、内容が理解できたときに面白いなと感じるようになりました。この授業をきっかけに今後も英語
の本を読むようにしたいです(106)。
・短い文から徐々に英文にも慣れることができてよかった。知らない単語が出てくることもあったが、文脈から
考えて予測する力も、多読の授業をとおしてついてきたように感じる。これからも積極的に英語を読み、英文に
慣れていきたい(108)。
理論的
メモ
読むスピードが速くなり（スムーズに読めるようになり）、直読直解につながることを感じる。速さと理解は密
接な関係がある。易しい英文なのでよく分かり、速く読めるので、自信もつき、上のランクの本も読んでみたく
なる（読みのよい循環）。読解ストラテジーを使うことの効果や、読解力の向上が感じられている。
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― 13 ―
概念名 前向きな感情
定義 多読をとおして、楽しさや面白さなど前向きな感情が生まれる。
・たくさん英語に触れることができ、本を読むことができたのでよかった(2)。
・英語の本を読むということをあまりしたことなかったけど本を読むのは楽しかった(6)。
・教室で読んだ本、図書室で読んだ本、様々なジャンルに触れることができて楽しかった。英文だけでなく、写
真や絵も日本とは違うものがたくさん見られたのでよかった(8)。
・たくさんの本を読めて面白かった(7)。
・この時間はすごく楽しく、自分にためになった部分もあったと思っています(10)。
・英語の本を読むこと自体がほとんどなかったのですが、とても楽しく読めたと思います(11)。
・この授業を受けて自分はすごく英語が嫌いだったのですが、本が好きなので楽しめました(20)。
・読むのは楽しかったです(21)。
・（多読）授業は集中できたからとても楽しかった。続けられる環境があれば少しだけ続けてみるのもいいかな
と思った。けど、自分から図書室に行ってまでやろうというのは続けられる気がしないなと思った(22)。
・英文の物語を楽しむことができた(25)。
・気軽な気持ちで英語の本を読んだことがなかったので、面白かったです(26)。
・総単語数１万以上っていう目標があった気がするが達成できなくて残念(28)。
・多読はとても楽しかった(30)。
・英語の本を読むことが楽しいということがわかった。もっといろんな本を読んでみたいと思った(31)。
・話の内容から訳が何となくわかるようになりました。何かの物を買ったときに英語で書かれていたが、何とな
く意味が分かるようになりました(36)。
・たくさんの本を読めて、ほんの少しだけど英語で書いてある絵本とか読めるようになった(37)。
・いい本をたくさん見つけました。生活で英語を入れたり、会話してみました(48)。
・多読の授業を受けることによって英語の本に触れる機会が増え、英語の勉強に対する意欲が上がった(53)。
・読むことによって日々の英語の学習が楽しくなってきた(60)。
・シラバスを読まなかったので、「多読」の意味がよくわからないまま授業を受け始めたが、この授業を受け、
図書館にある英語の絵本を読んでいくうちに「これが多読か！」と気づき、この授業がだんだんと好きになりま
した(61)。
・多読の授業は楽しかったです。絵本を読みながら、英語を勉強するという手軽さがよかったです(63)。
・英語のことばや文法は全然知りませんが、英語絵本を読むことはとても楽しかった(64)。
・図書館に行って、英語の本を読んだり、毎時間本を読む時間があって、スキルアップにつなげられている感じ
がしてよかった(70)。
・とても楽しくて勉強になりました。英語が楽しく思えました(72)。
・役に立ったことは、英語はともかく、日本語の本もあまり読みませんでした。しかし、多読で本をたくさん読
ませてもらいとてもよい感じに習慣になったのでこれからも続けたいです(80)。
・英語の本を読むのはとても楽しかったです(83)。
・今まで英語の本を読む機会があまりなかったから、多読の授業を通して英語の本をたくさん読めて本当によ
かった(95)。
・英語ほど積み重ねが必要なものは他にないと思い、こういった授業での本を読むというのは、自分一人ではな
かなかやらないことで、久しぶりに英語に触れた自分としては非常に良い時間でした(96)。
・この授業が終わった後に英語の本を継続して読み続けられるかが少し不安で、せっかく授業中で鍛えた力をま
たゼロに戻してしまわないように努力する必要があると思った(97)。
・今まで英語で本を読んだことがなかったけど、授業で英語の本にも触れることができたのでとても楽しかった
(98)。
・普段だと英語に触れる機会がなく、英語の絵本は絶対に読まないけれど、多読という機会のおかげで英語の本
にも普段からチャレンジしてみようかなと思えました。英語に対して苦手意識があったけれど、英語（多読）の
勉強をしていて楽しいやもっと学びたいという欲が生まれたので、本当によい経験ができたのかなと思います
(99)。
・英語は苦手ですが、絵本から勉強することで物語なので読む楽しさもあって、意欲的に取り組めたと思いまし
た。これからも英語の本は読んでいきたいなと思っています(109)。
・英語苦手過ぎて英語の本読むなんてむりー！と思っていたけど、全然楽しく読めてよかったです(111)。
・高校のときまでの長文読解とは違い、ただ読むことだけが目的だったので、あまり気負わずに楽しく読めまし
た。内容も易しいものが多くスラスラと読めたので、英語を読むことが面白く感じられてよかったです(113)。
・多読は楽しかったです(114)。
・最初は読むことを楽しいと感じなかったが、次第に楽しくなっていって理解することができた。多読を受けて
よかったと感じた。これからもたくさん読みたいと思う(116)。
理論的
メモ
長文読解と異なり、気負わずたくさん読める。これまで英語の本を読むという体験はしたことがなかったが、英
語の本（物語）を読むことは意外と楽しく、面白い。もっと読みたい、英語の勉強をしたいという前向きな感情
が生まれる。一人で多読を続ける難しさを感じてもいるが、せっかくの「ためになる」習慣をやめたくはない。
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分析ワークシート 4
― 14 ―
